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                             【アトリエでの上映の様子】 

 

 

                              【目標・ねらい】 

●まちに映画を観られる場所

をつくる                             

●情報交換を促し、地域活動を

促す        

●さまざまな立場、年齢の参加

者と出会うきっかけをつくる          

  

 

 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 
ほっちのロッヂの映画部 

立ち上げプロジェクト 

団体名 

（連絡先） 

ほっちのロッヂの映画部 

 

総事業費 36 万 9,405 円（うち補助金： 15 万 5,000 円） 

自己評価（目標達成率）【 A 】 

軽井沢町発地にある「診療所と大きな台所のあるところ 

ほっちのロッヂ」のアトリエスペースを活用し、定期的

に映画上映会のできる機材・映写環境整備を行った。上

映会では、ほっちのロッヂのスタッフやまちの住民から

なる「映画部」の部員が交代で案内人となり、映画選び

から集客までを担当した。映画は SDGs のテーマに沿

ったドキュメンタリー作品を多く扱い、当日集まった参

加者と共にディスカッションを行うことで、地域に対し

て何ができるかを考えるきっかけとなった。                             

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                            

１）定期的な映画上映の場づくり：2021 年 4 月～2022

年 3 月の間に、月 1～2 回のペースで計 14 回の映画上

映を行った。3 回以上参加したリピーターの参加者も増

え、映画を楽しむコミュニティが広がりつつある。                          

２）情報交換と地域活動の促進：映画上映後に感想を共

有する時間を設けたことで、各参加者の興味関心や活動

がつながり、映画部以外の場でも交流が促進された。                          

３）参加者の多様性：地元で長年農業や地域活動に取り

組んできた方、新しく移住しコミュニティを探している

方など、様々な立場・年齢の参加者が集った。                          

                                           

                                           

                                                

                                           

                          

                          

今後は引き続き定期的な上映活動を続けていく。                                            

１）ネットワークの拡大：作品のテーマ性と関連した町内外のゲストを案内人として迎え、映画

制作者と地域の活動を近づける企画をするなど、ネットワークを広げていきたい。                                            

２）作品の多様性：すでに 2021 年 12 月・2022 年 2 月に試みたように、ほっちのロッヂ以外の

場所での上映会も企画し、上映料収入を担保した上で上映作品にも幅を持たせたい。                                                                                                                             

                                            

事 業 内 容 

今後の取り組み 

事 業 効 果 


